＜拡大理事会：会長挨拶＞

（東京からの飛行機の関係で開会間際の到着であった。）ギリギリの到着で申し訳ありません。

　先ずは、この釧路大会が、北畠立朴北海道支部長を初めとする釧路の関係皆様の献身的な御労苦によって成立致しますことを感謝申し上げます。春の旭川セミナーに続く北海道地区での開催でありますから、種々の御心労もおありだったと存じますが、それを乗り越えてくださいました。
　また、理事・評議員・監事の皆様には、遠くから近くからお出かけ下さいましてありがたく存じます。

　御承知のように大会テーマは、「啄木再生～釧路からの甦り～」を掲げておりますが、四氏による研究発表、福島泰樹氏をお迎えしての講演、池田副会長をコーディネーターとしてのパネル・ディスカッションの三つの柱を中心として「啄木再生」の意味を探って参りたく存じますが、この探究は同時に、「私ども国際啄木学会は、どうあるべきか。」の問いと表裏一体のものと存じます。

　これから、私共の誇る舟田理事による明るい歯切れの良い審議が進行すると思います。
皆様、改めてよろしくお願い申し上げます。

